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 「日本の政治・

経済・ 社 会シス

テムと 国 際社会

へ の 貢 献 」 を

テーマ と した国

際会議 ・ シンポ

ジウムを、2006年

12月5日、6日の両

日、東 京 全日空

ホテル で 開催し

た。国際会議の第一セッション

（司会：小堀深三・世界平和研

究所首席研究員）では、「存在

感のある経済力の構築に向け

て」について、早稲田大学の川

本裕子教授、東京大学の岡崎哲

二教授及びボストン大学のウィ

リアム・グライムズ助教授を報

告者に、第二セッション（司

会：薬師寺泰蔵・世界平和研究

所・研究主幹）では、「安心と

活力を生み出す社会の構築に向

けて」について、多摩大学情報

社会学研究所の公文俊平所長、

東京学芸大学の山田昌弘教授及

びカーディフ大学日本研究セン

ターディレクター・英国王立問

題研究所副研究員のクリスト

ファー・フッド博士を報告者

に、また、第三セッション（司

会：柿澤弘治元外務大臣・世界

平 和 研 究 所 研 究 顧 問 ） で 

は、「指導力と調整力を備えた

政治の構築に向けて」につい

て、朝日新聞の星浩編集委員、

政策研究大学院大学の飯尾潤教

授及びヘリテージ財団シニアア

ソシエートフェローのデービッ

ド・アッシャー博士を報告者

に、それぞれ真摯な議論を行っ

た。ま た、公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

（司会：大河原良雄・世界平和

研究所理事長）では、「日本の

政治・経済・社会システムと国

際社会への貢献」について活発

に意見交換を行った。国際会議

の各セッションでの主な内容は

下記の通り。 

＜存在感のある経済力の構築に向

けて＞ 

〇人による国づくりを基本に、

教育・労働・少子化・社会保障

の総合改革を進め、外資の活用

や独自イノベーションの育成に 

よる生産性向上を図

る こ と が 必 要 で あ

る。 

〇産業構造の変化や

企業の参入退出を通

じた生産性向上、新

ビジネスモデルの導

入等でダイナミズム

を取り戻すことが求

められる。 

〇東アジア諸国との地域協力を

進め、制度・インフラ整備によ

る金融市場としての魅力改善を

図り、東アジア地域の金融セン

ターを目指すべきである。 

＜安心と活力を生み出す社会の

構築に向けて＞ 

〇近代化の徹底に伴う脅威（軍

事覇 権、環 境問 題等）を克服

し、情 報 化 がも た ら す「智の

ゲーム」や「共愉」による平和

で活力ある社会の実現が求めら

れる。 

〇努力が報われる希望のある社

会を取り戻すため、若者を中心

とした労働の二極化や希望格

差、ワーキング・プアに早急に

対処すべきである。 

〇疎外者を生みかねない成文化

された一つのモラル規範ではな

く、大衆が育んだ「心」を頼り

にし、開かれた議論の (次頁へ) 

「日本の政治・経済・社会システムと国際社会への貢献」 

をテーマに国際会議・シンポジウムを開催 
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 世界平和研究所は、

日本財団の協賛を受

け、2006年12月12日、

グランドヒル市ヶ谷に

てパトリック・クロー

ニ ン IISS 研 究 部 長 の

「北朝鮮と北東アジア

の安全保障の将来につ

いて」に関する講演を

開催した。 

 講演の冒頭、クロー

ニン部長は、紛争の例

として中東問題について触れ、

2001年に起きた9.11米国同時多発

テロによって、米国の戦略的関

心はアジアから中東、そしてテ

ロ対策へと移り、911テロ以後の5

年間で世界は変貌したと指摘、

さらに以下のように続けた。 

 北朝鮮問題については、北朝

鮮への米国の不信感が根強く、

米国は、北朝鮮に常に二者択一

の厳しい選択を迫ってきた。だ

が、金融制裁はシンボルとして

の意味はあるにせよ、大量破壊

兵器プログラムを破棄させるだ

けの実効性を有するものとはい

えない。また、米国において

も、北朝鮮のレジームチェンジ

を促すのか、あるいは政策変更

を促すのかという政権内部での

緊張が存在するのも事実であ

る。 

 現在の北朝鮮に対しては、

重要な5つの構成要素、すなわ

ち、抑 止、封 じ 込 め、交 渉、

同盟運営、国家づくりを網羅

する形でアプローチをさらに

広げて行かねばならないであ

ろう。 

 とりわけ、封じ込めについ

ては、ミサイル、核開発の双

方について緊急性の高い問題

である。むろん、制裁の方が

効 果 的 で あ る か も し れ な い

が、同時に対話の可能性を残

し、同盟関係の運営管理を強

化することがきわめて重要で

ある。 

 さらに、現状からみる限り、

北朝鮮には内部崩壊など地域の

不安定化要因となる可能性が存

在する。従って、地域において

台頭する中国の存在は無視でき

ないし、主 要国間で

の 調 整 は 必 要 で あ

る。米国 の 力は圧倒

的ではあ るが、米 国

が単独で決定を行い

実行することは賢明

なやりかたとは言え

ない。 

 また、国際社会にお

いて、日本のような力

を持つ国が世界にない

以上、日本の力は必須

である。日本のような国が世

界の安全保障において完全に

脇に置かれていることは望ま

しいこととはいえない。日本

が進んで貢献を行ってくれる

ことが必要である。 

 米国は、今後数年間にわた

り現実の問題に対し手をこま

ねている ことはあ りえない

し、必ず必要なリーダーシッ

プを発揮 していく こととな

る。日本が、米国と協力し、

その持てる力を国際安全保障

に対し提供し貢献することを

願っている。 

 クローニン部長は、以上の

ような幅広い指摘を行った上

で、会場からの質疑に応じて

講演を締めくくった。   (大濱) 

核実験後の北朝鮮と北東アジアの安全保障 

場を設ける道徳教育が必要であ

る。 

＜指導力と調整力を備えた政治

の構築に向けて＞ 

〇小選挙区制導入や小泉政権登

場により首相の指導力が強化さ

れ、改革は一部で成果を挙げた 

が、日本政治にはなお多くの課

題がある。 

〇今後、意思決定経路の一層の

改良、民意集約型政党への転

換、国際環境に適応する体制、

中央-地方関係や官民関係の組

み直し、政策体系の選択肢等が 

必要である。 

〇経済・軍事・政治・情報の4

つの側面で国力を首尾一貫して

用いる、真に包括的な安全保障

の確立に向け、国防能力を高め

ていくべきである。        (池本) 



 

 

  世界平和研究所

は、日本財団の協

賛を受け、平成19

年 2 月 22 日、東 京

全日空ホテルにお

いて、パネルディ

スカッション形式

の公開シンポジウ

ム「アジアの将来

像：東アジア共同

体の展望と課題」

を開催した。 

 最初の発表者となった政策研

究大学院大学の白石隆副学長

は、発表の冒頭、先般の東アジ

アサミットで、この地域に共同

体をつくろうという意思は現在

存在せず、ＡＳＥＡＮはＥＵの

地域統合をモデルとしないが、

東アジア諸国が地域協力につい

て政治的意思を共有しているこ

とが明確になったと指摘した。 

 こうした地域協力意思の背景

には各国の経済連携重視に加

え、対中警戒感と中国の一方的

行動抑止への期待が関係するこ

と、現在の地域協力メカニズ

ム・構成は分野別に異なってい

るが、常にＡＳＥＡＮをハブと

していることを指摘、わが国に

とって最も重要なのは、東アジ

ア共同体が将来、できるかでき

ないかということよりも、どっ

しりと構え、日米同盟と経済協

力を軸として協力を進めていく

ことであると述べて発表を締め

くくった。 

 続いての発表者である東京大

学客員教授で財団法人日本国際 

交流センターの田中均シニア

フェローは、冒頭、重要な柱と

して５つの趨勢があると述べ、

1）朝鮮半島情勢は、引き続き

緊張関係が続き、朝鮮半島問題

は今後５年ぐらい紆余曲折があ

ること、2）中国の台頭と内在

する問題は未曾有のものであ

り、政治的な自由と経済的な自

由の調整、内陸と沿岸の所得格

差、水、エネルギー、食料など

の不足といった一国では処理し

にくい課題があること、3）日

本は普通の国にならなければい

けないこと、4）ＡＳＥＡＮの

民主主義や経済は若いため、政

治的統治、経済的統治などで、

さまざまな問題に対応が必要な

こと、5）米国は、この地域に

とって最も重要なパートナーで

あり続けることを指摘した。そ

して、そのためには、中国をい

かに国際的ルールの中で扱うか

と域内民主主義諸国との協調強

化が重要であり、現状は、具体

的な機能に着目し、その機能に

共通利益を有する諸国が協力を 

進めるという枠組

みを作ることが正

しい課題だと指摘

し、発表を締めく

くった。 

 最後の発表者と

なった早稲田大学

大学院アジア太平

洋研究科浦田秀次

郎教授は、発表の

冒頭、東アジア共

同体とは、経済共

同体、社会文化共同体、そして

安全保障共同体の３要素を含む

ものであると述べ、経済共同体

により各国の経済的繁栄が実現

すれば、各国国民の価値観も似

通って、社会文化の安定、政治

の安定につながること、経済共

同体については、基本的にＦＴ

ＡとＥＰＡであり、それ以外に

は、エネルギー協力やマクロ経

済協調、究極的には単一通貨設

立なども含まれると指摘した。 

 一方、東アジアは経済面でも

多様で、経済規模、経済発展格

差があるため経済協力が重要で

ある。そのためには、政治的な

リーダーシップが必要である

し、日本は地域で最も経済発展

の進んだ国として、経済協力と

自由化、国内改革が必要である

と述べ発表を締めくくった。 

 そして、最後に、パネリスト

間での討議や会場との質疑応答

を通じて、各パネリストからさ

らなる重要課題の抽出と解決へ

の示唆などが示され、講演は締

めくくられた。             （大濱） 

   国際的な信頼醸成とわが国の役割 
－アジアの将来像：東アジア共同体の展望と課題－ 



 

 

【動 静】 

八木主任研究員：英国･ｽｳｪｰﾃﾞﾝ訪

問(12/5-12/18)｢グローバルガバナ

ンス確立に向けた国際機構､地域共

同体､国家､NGOの役割｣ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ調

査のため。 

国分主任研究員：ｲﾝﾄﾞ･ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ訪問

(1/14-1/20)｢グローバルガバナンス

確立に向けた国際機構､地域共同

体､国家､NGOの役割｣ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ調査

のため。 

田中主任研究員：ﾀｲ･ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ訪問 

(1/15-1/20)｢日本の政治・経済・社会 

ｼｽﾃﾑと国際社会への貢献｣ﾌｫﾛｰｱｯ 

ﾌﾟ調査のため。 

大河原理事長：山口訪問(1/16-1/17)

山口大学にて講演のため。 

佐藤副会長：福岡訪問(1/16-1/17)

東ｱｼﾞｱ･ｼﾆｱﾘｰﾀﾞｰ･ﾌｫｰﾗﾑ会場視察

及び防衛問題研究会で講演のため。  

田中主任研究員：米国訪問(2/5-

2/9)｢日本の政治・経済・社会ｼｽﾃﾑ

と国際社会への貢献｣ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ調査

のため。 

星山主任研究員:中国訪問(2/5-2/8)

｢日本の政治・経済・社会ｼｽﾃﾑと国際 

社会への貢献｣ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ調査のため。 

大澤研究員:欧州訪問(2/16-3/3)日 

本の政治・経済・社会ｼｽﾃﾑと国際

社会への貢献ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ調査のた

め。 

【出版】 

平和研だより：「保守とは何か」「戦後

政治から新しい政治へ」「時代の流れ

とその改革」「安倍首相に望む」中曽

根康弘 

平和研レポート：「ﾒﾃﾞｨｱ・コンテンツの

ナショナリティ」（322J）「情報化社会の

寛容システムの可能性」（323J）下方

拓、「日本のｱｼﾞｱ外交-２１世紀の日

本の国家像と求めて－」(324J）星山

隆 

 本年１月１９日前国連三席大

使の小澤俊朗氏をお迎えし、国

連安保理改革を巡る動きについ

てコロキュアムを開催した。ま

ず、大使ご就任の時期（2003年

秋）は、イラク問題への対応で

加盟国間の対立が続く中、国連

バクダッド事務所が攻撃された

こともあって、国連事務総長が

国連の現行制度に対する危機感

を強めていたこと等をご説明頂

いた。国連改革の機運が高まっ

ていく中、2005年における我が

国の安保理改革キャンペーン

は、国際場裡で大きな盛り上が

りをみせたこと、最終的に、歴

史問題に根ざした中国の反対、

大幅拡大に慎重な米国の反対と

アフリカ諸国の離反によって、

G4の改革案が投票に付されるこ

とは無かったが、その過程は今

日でも国際社会にインパクトを

与え続けていることを説明頂い

た。最後に、前大使は、①2005

年キャンペーンを通じ、諸外国

の意思決定過程を良く理解でき

るようになったこと、②今後と

もG４の協力的枠組みを維持し

つつ、常任理事国入りを目指す 

べきであること、③何らかの妥協

を受け入れる場合には、高度の政

治判断が必要になるとみられるこ

とを述べた。前大使のお話は、国

連代表部3年間の貴重な経験を中心

としたものであり、当研究所の研

究に対し極めて示唆に富むもので

あった。                      (行木)   

本年２月９日、前駐ベルギー

大使の内藤昌平氏を当研究所に

お招きし、｢進化する北大西洋

条約機構（NATO）と日本｣と題

したコロキュアムを開催し、以

下の報告をしていただいた。 

 冷戦後、NATOは時代の要請に

適応すべく｢変革｣を進めてお

り、｢自由と民主主義、人権と

法の支配｣という価値のため、

アフガニスタンの国際治安支援

部隊（ISAF）やパキスタン地震

の際の人道支援等で域外への関

与を進める等、その活動の範囲

を拡大させている。その結果日

本とNATOは共通の利害関係の認

識を新たにし、例えば、アフガ

ニスタンでは連携強化の動きが

見られる。歴史的とも形容され

る2007年１月の安倍総理のNATO

訪問を契機に日本・NATO関係の

進展が見込まれるが、今後の課 

題として、その中身につき検

討を進める必要がある。(臼井) 

 本年２月２１日秋元一峰海洋

政策研究所主任研究員をお招き

し､「海洋安全レジーム構築の

現状；ASEAN諸国との安全保障

協力を中心に」と題したコロ

キュアムを開催した。 

 昨年、当研究所の「２１世紀

の国家像」において、東アジア

地域の「海洋安全レジームの構

築」が提言され、本コロキュア

ムは、この現状と問題点を検討

するために開催された。マラッ

カ海峡周辺の海賊と海上テロの

現状の他、テロリズムのグロー

バル化やユーラシア大陸周辺の

シーレーンの重要性が指摘され

た。このような現状の下、海洋

の安全秩序に対する国際機関や

地域諸国の取り組みが具体的に

示され、特に、米国の地域海上

安全構想や日本の「海賊対策地

域協定」、ASEAN諸国の協力が

紹介され、レジーム構築に向け

ての方向性が明確化しているこ

とが判明した。同時に、情報共

有等の困難性が示され、今後の

課題が議論の中心となった。  

                                 (八木) 

 m i n i･ニュース 

コ ロ キ ュ ア ム  
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